
初版の発行にあたって

現在では、MRIやX線CTをはじめとするいろいろな画像診断機器が発達し、脳についても鮮明な断層像を目

にすることができます。コンピュータ処理による立体的な三次元画像も見ることができるようになりました。

しかし、画像診断機器は基本的に形態診断であり、機能表示が可能であっても活性化されているおおよその

部位が示されるにすぎず、時々刻々と情報処理を行っているその働きまでは見ることができません。

脳は、それを構成する神経細胞（ニューロン）の電気的活動として機能しています。したがって、その電気

現象をリアルタイムに直接とらえる脳波は、脳の機能診断の手段として画像診断が脚光を浴びる現在でも、そ

の価値が低くなっているとはいえません。むしろ、進歩した画像診断と組み合わせることによって、これま

で以上に、複雑な脳の機能を解明できる可能性をもっているといえます。しかも、脳波検査は、装置も簡単

でどこででもできます。被検者に対する侵襲の心配もなく何度でも行えます。また、最近はコンピュータを

利用したデジタル式の脳波計も普及し、脳波検査がより楽なものになってきています。

しかし、非常に微小な電気信号をとらえる脳波は、十分に注意深く行わないとアーチファクトの多い信頼性

の低いものになってしまいます。また、記録された脳波を判読するための知識も必要です。

このテキストは、正しい方法でより信頼性の高い脳波検査ができるようになることを目標に、脳波の原理か

ら、波形の読み方、具体的な検査の方法まで、脳波検査に必要な知識を網羅しています。NECメディカルシ

ステムズ研修所は長年に渡って臨床脳波検査技師さんの養成を行ってきましたが、その教育コースでは「脳

波の初歩」というテキストを数10年に渡って改版を重ねながら使用してきました。今回、これまでの教育の

経験をふまえ、デジタル脳波計の解説など時代に沿った新しい内容も盛り込んでこれを全面的に書きなおし、

当研修所が行っている初級レベルと中級レベルのふたつの脳波研修コースでの標準テキストとして再発行い

たしました。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998年秋　　NECメディカルシステムズ研修所

おもな内容

第4版の発行にあたって

メディカルシステム研修所が行う、脳波基礎コースおよび脳波マスターコース用のテキストとして、初版

発行以来15年、前回の改訂から8年が経過し、その間多くの方にご利用いただいてきました。初版発行時は

まだアナログ脳波計が中心の時代でしたが、現在ではデジタル脳波計が主流となっています。デジタル脳

波計の最大の特徴は、記録終了後にリモンタージュやリフィルタリング機能を使って疑わしい波形を条件

を変えて見直すことができることです。また、てんかんのスパイクの検査に威力を発揮するSD法が可能に

なったことも大きな利点です。しかし、これらの機能を駆使して、よりよい脳波検査を行うためには、原

理を理解し正しい使い方をする必要があります。今回の改定にあたっては、現在のデジタル脳波計の機能

を最大限に発揮して使いこなしていただくことを中心に、現時点でのできるだけ最新の情報に基づいたも

のを意図しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013年春　　メディカルシステム研修所

第1章：脳波と脳波測定法の基礎

　　　　脳波の発生機序についての電気生理的説明と、脳の機能局在、脳波が記録できる原理、電極位置と導出法　

　　　  までの、脳波の基礎的事項について解説しています。

第2章：脳波の読み方(1) 正常脳波と境界領域脳波

　　　　脳波の読み方について、成人の正常・境界領域・小児に分けて解説している、つぎの第3章とともに、脳波判

　　　　読の基本になる部分です。　

第3章：脳波の読み方(2) 異常脳波

　　　　非突性異常脳波と突発性異常脳波について、分類と特徴を解説し、おもなてんかんの脳波を紹介しています。

第4章：賦活法

　　　　開閉眼、光、過呼吸など日常のルーチン検査で行う方法を中心に解説しています。

第5章：睡眠脳波の測定法と読み方

　　　　覚醒時の脳波とは異なる特徴をもつ睡眠脳波について、測定法と見方、および睡眠時無呼吸症候群について

　　　　解説しています。睡眠段階については、従来の国際基準（R＆Kマニュアル）ではなく、新しい基準に基づい

　　　　て分類しています。

第6章：アーチファクトとその対策

　　　　脳波検査でもっとも問題となるさまざまなアーチファクトの種類とその対処法について解説しています。

第7章：脳波測定のしくみと脳波計

　　　　脳波測定と脳波計のしくみ、保守管理から、ME機器の安全基準まで機器について解説しています。特に、デ

　　　　ジタル脳波計については、その原理と使い方について詳しく説明しています。

第8章：脳波検査の手引

　　　　電極装着から手技・注意事項、検査後の報告書の書き方まで、日常の検査室での実際的な方法についての手

　　　　引です。
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